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1.  平成22年12月期第3四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 8,684 7.1 1,143 △8.2 1,263 △4.1 732 △5.5

21年12月期第3四半期 8,111 ― 1,245 ― 1,317 ― 774 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 79.73 ―

21年12月期第3四半期 84.35 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 13,863 11,547 83.0 1,253.07
21年12月期 13,542 11,174 82.3 1,213.42

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  11,506百万円 21年12月期  11,142百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― ― ― 38.00 38.00
22年12月期 ― ― ―

22年12月期 
（予想）

40.00 40.00

3.  平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,376 6.1 1,611 6.8 1,765 9.6 1,031 14.1 112.28



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．前連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する適用指針」（企業会計基準適用指針
第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 
２．上記に記載した予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の経済環境予想等の前提に基づいて作成したものであり、実際の業
績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q  9,350,000株 21年12月期  9,350,000株

② 期末自己株式数 22年12月期3Q  167,287株 21年12月期  167,245株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q  9,182,722株 21年12月期3Q  9,182,830株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、大企業・製造業を中心に新興国の経済発展や景気対策の恩恵

を受け、企業収益の回復が内需型企業にも波及しつつありましたが、急激な円高や政策効果の一巡により景気の失

速懸念が広がり、先行きに対する慎重姿勢が強まっております。 

 当業界におきましても、ユーザー企業における今年度の設備投資計画は企業収益の回復を受け、持ち直しの傾向

にあるものの、投資意欲は足踏み状態が続いております。 

 このような環境のなかで、当社グループは、システムインテグレータとして、多様化するお客様のニーズにフレ

キシブルに対応するため、業種別ソリューション、アウトソーシング、ネットワークの３つの重点戦略を掲げ、積

極的に営業展開を進めてまいりました。 

 具体的には、①プロジェクト管理を成功させるための教育・研修の充実化、②業種別ソリューションの開発標準

化の促進とＡＳＰ受託売上の拡大、③業種別ソリューションと会計・人事業務システムの統合による業種別ＥＲＰ

の確立、④ＩＴ技術の活用による営業力強化に努めてまいりましたが、一部のプロジェクトにおいて採算性の悪化

が解消しなかったことなどにより、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高86億84百万円（前年同累計期間比

７.１％増）、営業利益11億43百万円（同８.２％減）、経常利益12億63百万円（同４.１％減）、四半期純利益７

億32百万円（同５.５％減）となりました。 

 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

①情報処理・ソフトウェア開発業務 

 情報処理・ソフトウェア開発業務としましては、ソフトウェア業務、システム運用業務、ファシリティサービス

業務等により、売上高は73億97百万円（前年同累計期間比５.５％増）、営業利益は９億68百万円（同７.２％減）

となりました。 

②機器販売業務 

 機器販売業務としましては、サーバ、パソコン、プリンター、周辺機器等のハードウェアの販売業務により、売

上高は10億39百万円（前年同累計期間比29.６％増）、営業利益は44百万円（同５.６％減）となりました。 

③リース等その他の業務 

 リース等その他の業務としましては、各種事務用機器のリース、ビル・マンションの不動産賃貸の業務により、

売上高は２億47百万円（前年同累計期間比16.７％減）、営業利益は73百万円（同22.９％減）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①財政状態の変動状況  

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は138億63百万円となり、主として現金及び預金や投資有価証券

の増加により前年同四半期連結会計期間末に比べて４億92百万円増加しました。総負債は23億15百万円となり、

主として未払金の増加により前年同四半期連結会計期間末に比べて９百万円増加しました。純資産は115億47百

万円となり、主として連結剰余金の増加により前年同四半期連結会計期間末に比べて４億82百万円増加しまし

た。 

  

②キャッシュフローの状況  

 当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動によるキャッシュ・フローが10億63百万円

の増加、投資活動によるキャッシュ・フローが７億65百万円の減少、財務活動によるキャッシュ・フローが３億49

百万円の減少となりました。 

 この結果、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前年同四半期連結会計期間末と

比較して４億52百万円増加し、８億98百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローの増加は、主として税金等調整前四半期

純利益12億47百万円等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローの減少は、主として有形固定資産の取得

による支出５億11百万円等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローの減少は、主として配当金の支払額３億

48百万円等によるものです。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年12月期の業績予想につきましては、平成22年８月９日発表の連結業績予想から変更しておりません。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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 なお、業績予想の数値には、当社グループが発表日現在において入手可能な情報による判断及び仮定により算出

しております。従いまして、予想に内在する不確定要素や今後の経済状況、環境の変化等により、実際の業績は当

該予想数値と異なる場合がありますのでご承知おきください。    

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の減価償却費の算定方法は、年度中の取得、売却又は除却等の見積を考慮した当該予算に基づく年間 

償却予定額を期間按分する方法により算定しております。 

② 法人税等及び繰延税金資産の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しましては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法 

によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、且つ、一時差異等の発生状 

況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末において使用した将来の業績予想やタックス・プラ 

ンニングを利用する方法によっております。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

 受注制作のソフトウエアに係る収益の計上基準については、従来、検収基準を適用しておりましたが、「工事契

約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」 

（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計 

期間に着手した契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる契約に

ついては工事進行基準（進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の契約については工事完成基準を適用しており

ます。 

 なお、この変更による損益への影響はありません。 

   

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 898,514 949,623

受取手形及び売掛金 1,633,702 1,791,097

有価証券 42,756 76,384

商品 5,943 6,917

仕掛品 420,492 593,270

繰延税金資産 220,722 132,260

その他 89,460 46,428

貸倒引当金 △7,583 △8,955

流動資産合計 3,304,008 3,587,027

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,815,029 1,901,233

機械装置及び運搬具（純額） 110,955 119,739

土地 4,339,458 4,108,458

その他（純額） 462,571 441,249

有形固定資産合計 6,728,014 6,570,681

無形固定資産   

のれん 11,333 13,883

その他 10,515 12,113

無形固定資産合計 21,849 25,996

投資その他の資産   

投資有価証券 3,453,621 3,021,071

前払年金費用 30,541 36,796

繰延税金資産 255,681 235,278

その他 89,753 85,714

貸倒引当金 △20,075 △20,464

投資その他の資産合計 3,809,522 3,358,396

固定資産合計 10,559,385 9,955,074

資産合計 13,863,394 13,542,101
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 267,044 407,230

関係会社短期借入金 2,079 2,079

未払法人税等 355,570 414,630

賞与引当金 450,056 216,382

その他 1,199,051 1,286,383

流動負債合計 2,273,801 2,326,706

固定負債   

役員退職慰労引当金 32,073 30,895

その他 9,616 9,616

固定負債合計 41,689 40,512

負債合計 2,315,491 2,367,218

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,370,150 1,370,150

資本剰余金 1,302,350 1,302,350

利益剰余金 9,355,034 8,971,806

自己株式 △243,377 △243,330

株主資本合計 11,784,156 11,400,976

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △277,586 △258,425

評価・換算差額等合計 △277,586 △258,425

新株予約権 40,781 31,689

少数株主持分 552 643

純資産合計 11,547,903 11,174,883

負債純資産合計 13,863,394 13,542,101
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 8,111,101 8,684,762

売上原価 5,448,138 6,176,949

売上総利益 2,662,962 2,507,813

販売費及び一般管理費 1,417,138 1,364,755

営業利益 1,245,823 1,143,057

営業外収益   

受取利息 32,205 37,510

受取配当金 64,391 65,740

有価証券売却益 － 13,211

デリバティブ評価益 － 5,888

雑収入 17,672 15,301

営業外収益合計 114,270 137,653

営業外費用   

支払利息 719 119

有価証券売却損 2,058 3,270

有価証券償還損 39,243 13,310

雑損失 241 118

営業外費用合計 42,262 16,819

経常利益 1,317,831 1,263,891

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 1,372

特別利益合計 － 1,372

特別損失   

固定資産除却損 15,481 5,694

投資有価証券評価損 47,515 12,213

特別損失合計 62,996 17,907

税金等調整前四半期純利益 1,254,834 1,247,356

法人税、住民税及び事業税 595,516 610,924

法人税等調整額 △115,238 △95,751

法人税等合計 480,278 515,172

少数株主利益 21 11

四半期純利益 774,534 732,172
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 2,910,326 2,878,955

売上原価 1,852,970 1,886,089

売上総利益 1,057,355 992,865

販売費及び一般管理費 442,290 448,920

営業利益 615,064 543,945

営業外収益   

受取利息 12,319 13,129

受取配当金 9,617 8,518

有価証券売却益 － 12,882

デリバティブ評価益 － 2,283

雑収入 4,188 5,521

営業外収益合計 26,125 42,335

営業外費用   

支払利息 372 8

有価証券売却損 1,462 2,427

雑損失 34 88

営業外費用合計 1,869 2,524

経常利益 639,321 583,757

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － △63

特別利益合計 － △63

特別損失   

固定資産除却損 79 2,562

投資有価証券評価損 44,182 12,213

特別損失合計 44,262 14,775

税金等調整前四半期純利益 595,058 568,918

法人税、住民税及び事業税 316,479 352,074

法人税等調整額 △88,937 △107,451

法人税等合計 227,541 244,623

少数株主利益 4 6

四半期純利益 367,512 324,288
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,254,834 1,247,356

減価償却費 332,015 325,941

のれん償却額 2,266 2,549

受取利息及び受取配当金 △96,597 △103,251

支払利息 719 119

固定資産除却損 15,481 5,694

投資有価証券評価損益（△は益） 47,515 12,213

デリバティブ評価損益（△は益） － △5,888

貸倒引当金の増減額（△は減少） 23,023 △1,761

売上債権の増減額（△は増加） △325,975 157,394

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,350 173,752

その他の流動資産の増減額（△は増加） △54,807 △43,959

仕入債務の増減額（△は減少） △121,504 △140,186

その他の流動負債の増減額（△は減少） △127,540 △6,588

その他 23,464 18,495

小計 968,542 1,641,881

利息及び配当金の受取額 74,001 81,354

利息の支払額 △833 △119

法人税等の支払額 △355,487 △659,912

営業活動によるキャッシュ・フロー 686,223 1,063,204

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △571,638 △511,520

投資有価証券の取得による支出 △331,560 △339,886

投資有価証券の売却による収入 1,713 55,871

有価証券の償還による収入 70,752 31,160

子会社株式の取得による支出 － △73

のれんの取得による支出 △17,000 －

貸付けによる支出 △2,800 △1,530

貸付金の回収による収入 420 670

投資活動によるキャッシュ・フロー △850,113 △765,308

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 －

配当金の支払額 △367,313 △348,944

その他 △58 △59

財務活動によるキャッシュ・フロー △167,372 △349,004

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △331,262 △51,108

現金及び現金同等物の期首残高 776,889 949,623

現金及び現金同等物の四半期末残高 445,627 898,514
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 該当事項はありません。  

  

  

［事業の種類別セグメント情報］  

前第３四半期連結会計期間（自平成21年 7月 1日 至平成21年 9月30日） 

  

当第３四半期連結会計期間（自平成22年 7月 1日 至平成22年 9月30日） 

  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年 1月 1日 至平成21年 9月30日） 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

情報処理・
ソフトウェ
ア開発業務 
（千円） 

機器販売業
務（千円） 

リース等そ
の他の業務 
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高                          

(1) 外部顧客に対する売

上高 
 2,588,383 224,874  97,069  2,910,326  －  2,910,326

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 0  140  417  557 ( ) 557       －

計  2,588,383  225,015  97,486  2,910,884 ( ) 557  2,910,326

営業利益  539,360  46,575  29,128  615,064  －  615,064

  

情報処理・
ソフトウェ
ア開発業務 
（千円） 

機器販売業
務（千円） 

リース等そ
の他の業務 
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高                          

(1) 外部顧客に対する売

上高 
 2,568,363 229,833  80,759  2,878,955  －  2,878,955

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 114  －  247  362 ( ) 362       －

計  2,568,477  229,833  81,006  2,879,317 ( ) 362  2,878,955

営業利益  474,557  44,310  25,077  543,945  －  543,945

  

情報処理・
ソフトウェ
ア開発業務 
（千円） 

機器販売業
務（千円） 

リース等そ
の他の業務 
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高                           

(1) 外部顧客に対する売

上高 
 7,011,483  802,242  297,375  8,111,101      －  8,111,101

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 878  462  1,249  2,589 ( ) 2,589       －

計  7,012,361  802,704  298,625  8,113,690 ( ) 2,589  8,111,101

営業利益  1,044,058  106,655  95,109  1,245,823    －  1,245,823
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当第３四半期連結累計期間（自平成22年 1月 1日 至平成22年 9月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

事業は、事業内容の実態を勘案して区分しております。 

２．各区分に属する主要な内容 

イ．情報処理・ソフトウェア開発業務 

① ソフトウェア開発業務［ＯＡ（オフィスオートメーション）系管理業務を中心としたアプリケーショ

ン開発、通信制御系等のソフトウェア開発等］ 

② システム運用業務（システム開発後のシステム運用に係わる業務） 

③ ファシリティサービス業務（エントリー業務の受託・運営管理、キーパンチャー派遣等） 

ロ．機器販売業務 

各種ＰＣ（パーソナルコンピュータ）及び周辺機器の販売 

ハ．リース等その他の業務 

コンピュータ関連、各種事務機器及び不動産の賃貸  

  

［所在地別セグメント情報］ 

 前第３四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日）及び当第３四半期連結会計期間

（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日）並びに前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 

至 平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

［海外売上高］ 

 前第３四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日）及び当第３四半期連結会計期間

（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日）並びに前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 

至 平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

  

  

情報処理・
ソフトウェ
ア開発業務 
（千円） 

機器販売業
務（千円） 

リース等そ
の他の業務 
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高                           

(1) 外部顧客に対する売

上高 
 7,397,593  1,039,484  247,684  8,684,762      －  8,684,762

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 114  12  1,084  1,211 ( ) 1,211       －

計  7,397,708  1,039,497  248,769  8,685,974 ( ) 1,211  8,684,762

営業利益  968,939  100,737  73,380  1,143,057    －  1,143,057

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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